
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

鹿北小学校便り 

第８号 

 令和７年１１月 

文責 鶴田 史子 
せせらぎ 
ゆめーる・かほく【小学校版】 

「森とともにいきる」社会科の学習（５年生） 

１０月２６日（日）山鹿市民交流セ

ンター文化ホールにて、鹿北茶山

唄全国大会が開催され、鹿北小

の子どもたちも出場しました。今

年は、九州各県から１５８人が参

加しました。今回、鹿北小・中学校

の児童生徒が、少年少女の部Ⅰ

部で準優勝、少年少女の部Ⅱ部

で４位、５位、６位に入賞しました。

大勢のお客様の前で堂々と歌う

姿は、本当に素晴らしかったで

す。鹿北茶山唄の普及のために、

小中学校では田苗先生に鹿北茶

山唄のご指導をしていただいてい

ます。全国大会では、まほろば保

育園の皆さんと茶山唄保存会の

皆さんによる茶山踊りも披露され

ました。鹿北の子どもたちに受け

継がれる素晴らしい伝統文化で

す。ぜひ、これからも唄い、踊り続

けてほしいと願っています。

５年生が社会科の学習で、森林組合、立山製材所、

工芸社ハヤタ、ゆうきの森に出かけました。森林を

守る仕事についてお話を聞き、実際に木材に触れ

たり、道具や機械に触れたりしながら、林業に従事

されている皆さんの思いや仕事の内容を学習しま

した。鹿北町には、森林がたくさんあり、綾杉という

大変貴重な杉がたくさん育てられています。林業に

従事されている方もたくさんおられます。ご協力い

ただいた皆様、ありがとうございました。 

「鹿北茶山唄」全国大会 鹿北小中学生から４人が入賞 おめでとう！！ 

今年も、たくさん収穫できました「稲刈り」（５年生） 

１０月２７日（月）とてもいい天気に恵

まれて、稲刈りが行われました。今年

も、農業同志会の皆様に大変お世話

になりました。６月３０日に田植えをし

てから約４ヶ月。こんなにたくさんの

お米が収穫できました。田んぼの準

備や苗作りなど、もっと多くの日数を

かけてお世話をしていただいていま

す。農業同志会の皆様のおかげでと

てもいい経験をさせていただいてい

ます。お世話になった皆様、ありがと

うございました。 



  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

「かほくまつり」 子どもたちへの応援ありがとうございました 

１１月１５日・１６日 大変あたたかい２日間でした。今年も、４年生は「乙女の舞」と「神楽」、６年生は「鹿北太鼓」で舞台

に立ちました。この日を迎えるまでに、一生懸命練習を重ねてきました。本番は、保護者や地域の皆様にたくさんの応援と

ご協力をいただき、誠にありがとうございました。 


